
福島県高次脳機能障がい 

支援室の取り組みについて 

福島県高次脳機能障がい支援室 



福島県高次脳機能障がい支援室 

 開設 平成20年9月1日 

 

 設置 （一財）脳神経疾患研究所 

     附属総合南東北病院 

 

 コーディネーター（2名）  

     社会福祉士 

       
 



当院の概要 
 
 

許可病床数    ４６１ 床 
平均病床稼働率  ９８.６％    
平均在院日数   １５.１日   
医師数       １４２名  
手術件数    ４,７９３件 
年間救急車台数 ５,７７２件 
 
 
 
 
 
   地域医療支援病院・地域がん診療連携拠点病院 
 
   日本医療評価機構認定（一般病院種別Ｂ） 
 
   ＩＳＯ９００１：２０００年取得  
                       
                平成２４年３月３１日現在 
   



支援室活動内容 

１ 相談支援事業 

 ・電話 来所相談 

 ・専用電話 

          024-934-5680  

２ 普及啓発事業 

 ・研修会の開催 

 ・意見交換会の開催 

 ・高次脳機能障害患者サロン 

３ 研修事業 

 ・全国コーディネーター会議、連絡協議会 

 ・東北ブロック連絡協議会 



相談延べ件数 
 

平成20年9月～平成24年7月 
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相談の地域別割合 
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意見交換会  
 

目的 

 

県内の支援体制づくり 

地域の現状と課題の把握 

 

 

対象者  

 保健師 市町村障害福祉担当者  

 相談支援事業所職員 

              計131名参加 

 

 

実 績 

 平成２２年度 郡山地区 いわき地区  

 平成２３年度 会津地区 相双地区 

        白河地区 

 平成２４年度 福島地区    計6ヶ所 

 

スタッフ 

 家 族 会   デイケア看護師 

 言語聴覚士   コーディネーター 



 

意見交換会地域別参加者数 

参加者：１８名 

事業所：２ 

参加者：２３名 

事業所数：３ 

参加者：１３名 

事業所数：２ 

参加者：３７名 

事業所数：１３ 

参加者：２１名 

事業所数：７ 

参加者：１９名 

事業所数：８ 



意見交換会における課題 

 
家族支援 

3% 
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リハ訓練 

16% 福祉サービス 
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23% 

確定診断・継続支援 

 

生活リハ 

地域リハの充実 

 

N＝３１ 



 

 

意見交換会の成果 

 
 

１．当事者、支援事業所、行政、支援室が情報や 
       思いを共有することで、今後につながる関係づくり 

  ができた 
 

２．地域における、高次脳機能 

  障がい者支援の現状、 
  支援者の生の声を聴くこと 

  ができた 
 

３.  医療機関での確定診断に 
  至っていない方も少なくない 

  ことがわかった 

  
 

 

 



高次脳機能障害研修会 

内  容 開催地 参加者数 

第1回 

Ｈ21.2.10 

  「高次脳機能障害」について 

      東北大学 森悦朗先生 

 

郡山市 

 

200名 

第2回 

Ｈ22.3.11 

１．「障害者自立支援法と高次脳機能障害 

   施策について」 

２．「高次脳機能障がい相談支援の状況に 

   ついて」 

３．「当事者、家族の立場から」 

   脳外傷友の会 大塚 由美子氏 

 

 

 

郡山市 

 

 

 

200名 

第3回 

Ｈ24.2.26 

１．講演「高次脳機能障がいについて」 

  慶應義塾大学教授 三村 将 先生 

２．シンポジウム 

  「高次脳機能障害者の支援 

     ～より良い支援のために～」  

 

 

二本松市 

 

 

147名 

 

第４回 

H25.2.24 

１．講演「高次脳機能障害」 

     ～リハビリテーションの実際～ 

埼玉医科大学国際医療センター  

前島伸一郎先生 

２．シンポジウム 

「高次脳機能障がい者の支援」 

～地域の立場から～ 

 

 

 

郡山市 

 

 

 

138名 



研修会アンケート結果 



   参加者からの要望（アンケートより） 

事例検討 
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 患者・家族サロン  

    

目的 
当事者・家族同士の情報共有の場、 

交流の場を提供（自由参加型サロン） 

対象 
 高次脳機能障害者本人及びその家族 

 関係者 脳外傷友の会福島支部 

場所 
 総合南東北病院  医療相談課隣り 

 福島県高次脳機能障がい支援室 

日時  毎月 第３土曜日 10時～12時    

実績  21回実施   延べ84名参加 

平成22年6月～平成24年7月 



サロン参加者からの要望 

経済保障 

9% 
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就労・教育 

19% 

リハ訓練 

9% 

福祉サービス 

2% 医療 
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医療機関アンケートの実施 

（平成２４年度） 

1.目的    診断・リハビリ実施   

      機関の実態把握 

2.調査方法  郵送調査 

                （診断基準を添付） 

3.対象    158ヵ所 

4.有効回答  114ヵ所   

5.配布期間  平成24年8月10日～31日 

6.回収率      72.１％ 



診断・リハビリ可能医療機関 
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リハ2 



コーディネーターの感じている課題 

１．医療面 

  診断・評価基準の各医療機関への 

  更なる普及、継続的なフォローアップ 

２．支援者支援   

  支援者への研修 

  地域で相談し合える関係づくり 

３．就労支援  

  就労移行支援事業所、ハローワーク、 

  障害者・就労支援センターとの連携 

４．就学支援に向けて    



今後の取り組み 

１. 地域における意見交換会、研修会の開催 

  自立支援協議会との連携 

 

２. 連絡協議会立ち上げに向けて、各機関との意見交換会 

  の実施 

 

３．実数調査 

 

４．パンフレットの改訂 

 

 

 


